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１．研究計画の概要 
本研究はアメリカで子どもの発達に関

す る 科 学 的 な 知 見 の 解 明 に 着 手 し た
G.S.Hall の児童研究（Child Study）に
注目する。児童研究の先駆者であるホー
ルを中心とするクラーク大学の児童調
査・研究が同大学の地元であるマサチュ
ーセッツ州 Worcester 市を含むアメリ
カ東部の公立学校における特別な教育
的配慮の実践と理論の形成にいかなる
影響を与えたのかを明らかにすること
を全体の目的とする。  
 
２．研究の進捗状況 

 
（１）ホールの児童研究と異常児研究 
平成２０年度は、1900-1915 年のクラーク

大学におけるホールの児童研究と異常児研
究を明らかにするため、1880-90 年代のホー
ルの児童研究は発達の多様性や個人差の発
見の過程という側面を有していたという仮
説のもと、学齢児童の「標準的知能」に関心
を示していた 1880 年代半ばから、学校教育
に適用するために子どもの発達の多様性や
個人差を重視した問題提起を行う 1890 年代
の児童研究の特徴と変化を分析した。 

 
（２）ウスターの公立学校における教育問題 

平成 21 年度は、1898－1910 年のウスター
の公立学校における多様な困難・ニーズのあ
る子どもへの特別な教育的配慮のひとつと
して特別学校・学級がどのように位置づけら
れ、いかなる性質のものであったのかを明ら
かにすることを研究課題とした。また、Ｇ．
Ｓホールの弟子であったジョン・デューイの
教育学と実験学校について、特別な教育的配

慮の観点から検討を行った。 
 

（３）特別な教育的配慮と特別学校・学級 
平成２２年度は、米国マサチューセッツ州

の「ウスター(Worcester)の公立学校におけ
る多様な困難・ニーズのある子どもの特別な
教育的配慮と特別学校・学級（1898－1910
年）」の研究に取り組んだ。1898－1910 年の
ウスターの公立学校における多様な困難・ニ
ーズのある子どもへの特別な教育的配慮の
ひとつとして特別学校・学級がどのように位
置づけられ、いかなる性質のものであったの
かを明らかにするため、①公立学校における
多様な困難・ニーズのある子どもへの特別な
教育的配慮としてどのような対応がとられ
ていたのか、②特別学校の開設経緯及び運営
形態、③対象児の変化と学級種別の分化の３
つの視点から分析を行った。 
 
３．現在までの達成度 

 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
これまで取り組んだ主な研究課題は、「19

世紀末から 20 世紀初頭マサチューセッツ州
ウスターの特別学校・学級と特別な教育的配
慮」であり、Ｇ．Ｓ．ホールの教育・心理学
の思想的背景についても分析を行った。   
育児休業による一時的な中断はあったもの
の、研究に必要な７－８割の史・資料の収集
と整理が終わり、これまで先行研究では未着
手となっているクラーク大学の児童研究所
の成立過程に関する詳細なデータを収集し
た。 
次項で述べるように今後さらなる分析・検

討を進めていく準備を進めている。 
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４．今後の研究の推進方策 
平成 23－24 年度の二年間は、G.S.ホール

がクラーク大学に設立した児童研究所の設
立過程と異常児研究について集中的に取り
組んでいきたい。平成 23 年度は 9 月に日本
特殊教育学会で「米国クラーク大学児童研究
所(Children’s Institute)における異常児研究と
Ｇ．Ｓ．ホール」、11 月に日本特別ニーズ教
育学会で「Ｇ．Ｓ．ホールとクラーク大学児
童研究所(Children’s Institute)の設立過
程の検討」の 2 件について発表準備を進めて
いる。また発表後に修正を加え、学術誌（査
読有）への論文投稿も行う予定である。 
最終年度となる 24 年度には、G.S.ホールの

主著の一つである「教育の問題」(1910)にお
ける発達の個人差と特別な教育的配慮に関
する分析を進めたいと考えている。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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